
lま え が き

現在行われている蚕種の人工孵化法は,産卵後35日 から

50日 頃にかけて孵化させようとする場合には,R'時浸酸を

行って冷蔵した蚕種 (以下浸冷 )は冷蔵日数が長すぎ,ま

た冷蔵して浸酸を行った蚕種 (以下浸冷 )は逆に冷蔵日数

が短いために,両法のいずれによっても安定した高い解化

が得られない
8,12,12し かもこの期間は初 晩秋蚕期等の

飼育時期に当たることから,従来この境界を補完するため

の研究が行われてきた・
6,8～11,10。 ことに昭和32年には地

方蚕業試験場による大規模な協力試験のが実施され,その

後もまた多くの検討が加えられてきた
4.5,1ち ⇒ 。しかし今

なお多くの品種に対応できる手法の確立はなく,実用の上

では浸酸後20日 間程度が冷蔵日数の許容範囲とされてい

る1●・ )。 従来の研究によれば,浸冷種の冷蔵日数は浸酸刺

戟の強弱とも関係し,弱い方が長い冷蔵に耐えることが知

られている5'9'1う 。しかしこの方法では浸酸による活性化

が十分でないため,冷蔵中に休眠方向に進む1)個体が多発

し,活性化を補う冷蔵期間うを要することから,出庫時期

によっては実用的な孵化の得られないことにもなる。

そこで著者らは産卵後先ず弱い浸酸処理をしてから冷蔵

し,出庫の際,こ の蚕種に再び浸酸を行う方法について検

討したところ,かなり有効であることが認められたので報

告する。

本文に先だち,こ指導とこ佼閲をいただいた蚕糸試験場新

庄原蚕種試験所堀内彬明所長に対し厚くお礼申し上げる。

2 材料 及び 方法

供試蚕種は日137号並びに支 137号の正
‐逆交雑種で,

いずれも割愛後の雌70蛾 を平付産卵台紙に混合産卵させ,

2時間以内に産下したものを材料とした。試験区は両品種

とも対照区のほか試法 A区 ,試法 B区 (以下 A区,B区 )
の 3区を設けた。 1小区当たりの供試蛾数はじ角蛾として

2連制で調査した。蚕種の処理方法は,対照区の場合は産

卵後25℃ に保護して20時間後に塩酸比重 1075(15℃ ),液

温46Cで 5分間うの浸酸を行った。またA, B区 は対照区

と同じ条件で 2分可浸酸し,脱酸,乾燥後再び25℃ に保護

して20時間後で,対照区は25℃ ～A・ B区は5cに冷蔵

(無冷蔵区はそのまま催青 )した。冷蔵日数はいずれも40

日間とし,10日 ごとに 4回出庫した。出庫の時は15℃ の中

間温度に対照区は 2日 間保護してから催青し,A B区 は
1～ 2時間後に塩酸比重 110(15℃ ),液温25Cに よって,
▲区は20分間,B区は40分間の再浸酸を行い,脱酸,乾燥
後に催青した。催青条件は25C,71～ 80%RHで光線は16
L・ 8Dと した。孵化調査は初発蟻日を基準とし,そ の日

も含めて 3日 目と7日 目に行い,その累積孵化歩合を求め

た。

3 結 果 及 び考 察

孵化調査の結果は表 1に日母体を,表 2には支母体の成

績を示した。

先ず表 1の対照区では冷蔵 10日 の時点で97%の高い孵化

歩合を示していたが,20日 では,1%に低下し,30日以降に

表 1 即浸後の冷蔵日数と孵化歩合 (日 137号 ×
支 137号 )
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表2 即浸後の冷蔵日数 と解化歩合 (支 137号 X
日137号 )
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